
  

第２７７回 役員会（定例）議事要旨 

 

日時  令和４年１１月２４日（木）１５：０５～１５：２６ 

場所  学長室 

 

議題１．令和４年度鹿児島大学稲盛和夫基金変更予算（第１号）について（役員会 資料１） 

議題２．鹿児島大学大学院学則等の一部改正について（第250回教育研究評議会 資料１） 

議題３．令和５年度入学者選抜における新型コロナウイルス感染症に伴う検定料返還の特例措置に関する 

細則の制定について（第250回教育研究評議会 資料２） 

議題４．「国立大学法人鹿児島大学 サイバーセキュリティ対策等基本計画（令和４年度～令和６年度）」

の策定等について（役員会 資料２） 

報告事項１．医学部の収容定員の増加について（第250回教育研究評議会 資料３） 

（第139回経営協議会 資料２） 

報告事項２．共同研究講座「DDS創薬学共同研究講座」の研究経費の増額について 

（第250回教育研究評議会 資料５） 

（第139回経営協議会 資料３） 

報告事項３．令和４年度上半期資金運用実績について（第139回経営協議会 資料４） 

報告事項４．医療事故事案の示談について（資料席上配付：回収）（役員会 資料３） 

 

その他 

 

［出席委員］ ８名 

 佐野学長 

（理事）馬場、越塩、岩井、武隈、田頭、石窪、萩元  

 

［欠席委員］ ０名 

（理事） 

 

［オブザーバー］ 

（監事）日高、松枝 

（副学長）坂本、森 

 

議題１．令和４年度鹿児島大学稲盛和夫基金変更予算（第１号）について（役員会 資料１） 

学長から、令和４年度鹿児島大学稲盛和夫基金変更予算（第１号）について、１１月２２日開催の第２回

稲盛和夫基金委員会で審議・了承されたことの説明があり、種々意見交換が行われ、審議の結果、了承され

た。 

 

議題２．鹿児島大学大学院学則等の一部改正について（第250回教育研究評議会 資料１） 

学長から、鹿児島大学大学院学則等の一部改正について、１１月１７日開催の第２５０回教育研究評議会

で審議・了承されたことの説明があり、種々意見交換が行われ、審議の結果、了承された。 

 

 



  

議題３．令和５年度入学者選抜における新型コロナウイルス感染症に伴う検定料返還の特例措置に関する 

細則の制定について（第250回教育研究評議会 資料２） 

学長から、令和５年度入学者選抜における新型コロナウイルス感染症に伴う検定料返還の特例措置に関す 

 る細則の制定について、１１月１７日開催の第２５０回教育研究評議会で審議・了承されたことの説明が

あり、審議の結果、了承された。 

 

議題４．「国立大学法人鹿児島大学 サイバーセキュリティ対策等基本計画（令和４年度～令和６年度）」

の策定等について（役員会 資料２） 

学長から、「国立大学法人鹿児島大学 サイバーセキュリティ対策等基本計画（令和４年度～令和６年度）」

の策定等について、１１月２１日開催の第２３回大学運営会議で審議・了承されたことの説明があり、種々

意見交換が行われ、審議の結果、了承された。 

また、森副学長から、本計画については、文部科学省からの要請により定める必要があること、今年度は

３期目であり、２期目とほぼ同様の内容となっており、文部科学省の方針に合わせた変更となっている旨発

言があった。 

 

報告事項１．医学部の収容定員の増加について（第250回教育研究評議会 資料３） 

（第139回経営協議会 資料２） 

学長から、医学部の収容定員の増加について、本日開催の第139回経営協議会で報告された旨説明があっ 

た。 

 

報告事項２．共同研究講座「DDS創薬学共同研究講座」の研究経費の増額について 

（第250回教育研究評議会 資料５） 

（第139回経営協議会 資料３） 

学長から、共同研究講座「DDS創薬学共同研究講座」の研究経費の増額について、本日開催の第139回経営 

協議会で報告された旨説明があった。 

 

報告事項３．令和４年度上半期資金運用実績について（第139回経営協議会 資料４） 

学長から、令和４年度上半期資金運用実績について、本日開催の第139回経営協議会で報告された旨説明

があった。 

 

報告事項４．医療事故事案の示談について（資料席上配付：回収）（役員会 資料３） 

学長から、医療事故事案の示談について、決裁にて承認された内容について報告する旨説明があった。 

また、坂本副学長から、医療事故の内容等について、資料に基づき説明があり、種々意見交換が行われた。 

 

 

その他 

  

 

  次回は、令和４年１２月１５日（木）教育研究評議会終了後からとなった。 


